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令和３年度第１回伯耆町子ども・子育て会議 議事録 

日  時 令和３年10月29日（金）9：30～10：30 

場  所 伯耆町役場 本庁舎 ３階大会議室

出席委員 12名

高安 裕次（ふたば保育所保護者）

前田 陽子（あさひ保育所保護者）【副会長】

車 浩一（伯耆町ＰＴＡ協議会）【会長】 

椎木 慈（こしき保育所所長）

岩田 範子（小規模保育所こどもパル所長）

木島 久美（子育て支援センター所長）

森 千代美（八郷放課後児童クラブ支援員）

大田 秀明（岸本小学校放課後子供教室コーディネーター）

森安 和美（主任児童委員）

錦織 剛一（溝口小学校校長）

箕浦 昭彦（教育長）

阿部 泰（副町長）

欠席委員 なし

事 務 局 福祉課（住田 浩平、北垣 栄美子、森田 順子、山岡 範泰）

健康対策課（景山 祐子、山上 志保）

教育委員会事務局（金口 英樹）

１．開会 

発言者 発 言 内 容 

事務局 
令和３年度第１回伯耆町子ども・子育て会議を開会する。 

議事に入るまでの間は、事務局が進行する。 

２．委嘱状交付

発言者 発 言 内 容 

事務局 
町長より委員へ委嘱状の交付を行う。任期は、本日から２年間。 

（代表で高安氏に町長から辞令交付） 

３．町長あいさつ

発言者 発 言 内 容 

町長 

施策的にできることと、出来ないことがある。 

まずは、今回の会議で計画と現状の施策がどのようになっているか確

認をお願いしたい。 

４．委員・事務局自己紹介

発言者 発 言 内 容 

事務局 本日が第１回目の会議となるので、自己紹介をお願いする。 
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（委員・事務局の自己紹介） 

事務局 

会議成立の報告をする。 

委員総数12名のうち全員が出席。伯耆町子ども・子育て会議条例第６

条の規定に基づき、本会議が成立していることを報告する。 

事務局 「伯耆町子ども・子育て会議について」事務局より概要を説明する。

（資料１により事務局説明） 

事務局 説明した内容について、質問はないか。 

（質疑なし） 

５．会長・副会長の選任

発言者 進 行 内 容 

事務局 
伯耆町子ども・子育て会議条例第５条の規定により、委員の互選によ

りこれを定めることとなっている。選出方法について意見はないか。

（意見なし） 

事務局 事務局から推薦させていただきたいがよいか。 

（異議なし）

事務局 
会長に車さん、副会長に前田さんを推薦する。 

了承いただけるか確認したい。 

（委員了承） 

事務局 会長、副会長からあいさつをお願いする。 

会 長 
まだ、初めてで会議の全体像がつかめないところがあるが、よりよい

会議になるようにしていきたいと思う。 

副会長 
子どもが３人いるので、何か役に立つようなことができたらいいなと

思う。 

事務局 
条例の規定により、会議は会長が議長となるため、ここからの議事進

行は、車会長にお願いする。 

６．議事

発言者 発 言 内 容 

会 長 
（１）「伯耆町子ども・子育て支援事業計画の実施状況について」の

説明を事務局に求める。 

事務局 （資料２－１により事務局説明） 

会 長 説明のあった議事について、質問・意見はないか。 

委 員 

記述の間違いについて 

Ｐ３、Ｐ４の事業概要について、「小学校就学前の」という記載はい

らないと思う。 

委 員 
Ｐ８たくしクラブの実績内容の定員が違うのではないか。 

計画値の15名と実績内容の20名とどちらが正しいのか。 

事務局 
Ｐ３、Ｐ４の「小学校就学前の」について削除をお願いする。 

Ｐ８の定員については、15名に訂正をお願いする。 

委 員 

Ｐ14の一時保育事業について令和元年度と令和２年度実績が大きく

伸びている。広報などを行った結果なのかなにか理由があったのか。

また、この状態が続く可能性があるのなら確保方策の変更が必要にな

るのではないか。 
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事務局 

令和２年度については、特定の保護者の利用がかなり多くあった。 

基本的には、保育所に預ける状態ではない児童が利用をする。 

双子の育児をされている方、不定期で仕事をするため、保育所に預け

ることなくこちらの制度を利用した方であった。 

最大週３回使えるがこれを最大限利用され、保育所に入所させること

なく育児をされた結果と認識している。 

会 長 資料２－２の説明を求める。 

事務局 （資料２－２により事務局説明） 

会 長 説明のあった議事について、質問・意見はないか。 

（質疑なし） 

事務局 
今回の資料は、11月の終わり頃にホームページで公開する。後日でも

構わないので意見や修正があれば事務局に知らせてほしい。 

７．その他

発言者 発 言 内 容 

会 長 次第「その他について」の説明を求める。 

事務局 

（次回の開催日程について） 

次回の開催は令和４年７月頃としたい。 

具体的な日にちは、あらためて調整させていただく。 

また、開催時間について、委員からの意見・要望を伺いたい。なけれ

ば、平日の日中で調整したい。 

会 長 開催日程について意見をもとめる。 

（意見なし） 

会 長 その他に意見等はないか。 

委 員 

計画のＰ20のアンケートでは子育てに関する悩みなどの相談先につ

いて、配偶者・パートナーが多い。 

私は、県外から伯耆町が子育てしやすいと思い移住してきた。 

パートナーに対する相談が多いということで、お父さんがもっと子育

てに関わる町づくりが大切だと考えている。 

例えば、奥さんのつわりについて、何種類あるかなど知っているお父

さんは少ないのではないか。 

また、町の子育て支援センターがどこにあるのか分からないお父さん

がいるのではないか。 

お父さん方が子育てに参加できるような町づくりができるといいな

と感じている。 

地域で子育て町づくり研究会みたいなものを作って計画に反映して

いければよいと思う。 

昔の方たちはモノづくりに専念されてきて、住みやすい世の中になっ

てきている。しかし、時代が変わり、モノではなく子どもと親との時

間や家族の幸せが大切になっている。 

伯耆町に来て、公園や自然が大変身近にあって子どもと親との物語が

作れる町だと感じた。 

伯耆町は、子育てが日本一になれる町だと思い、沖縄から移住してき

た。 
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資料を見て子育て支援施策が充実していることを感じた。 

今後も頑張ってほしい。 

事務局 ご意見を参考に町の事業を実施していきたいと思う。 

委 員 

計画のＰ39に子育てしやすいまちと感じる人の割合を令和６年度に

は、40％とする目標がある。 

町広報にあった伯耆町まち・ひと・しごと創生総合戦略の令和２年度

評価では、目標が25％に対し実績が33.4％となっていた。 

ところがこの33.4％とは、令和元年度の36.4％と比べると低くなって

いる。もちろんアンケートの対象など違うかもしれないが、今以上の

40％となるように頑張ってほしい。 

会 長 その他に意見等はないか。 

（意見なし） 

８．閉会

会 長 

本日の会議の日程は全て終了した。 

これをもって、令和３年度第１回伯耆町子ども・子育て会議を終了す

る。 


